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２．要約連結損益計算書 
（以下の金額は千円未満を切り捨てて表示しております。） 

                                                          （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 前 第 １ 四 半 期  

 自平成 15 年 4 月 1 日  

  至平成 15 年 6 月 30 日 

 当 第 １ 四 半 期  

 自平成 16 年 4 月 1 日  

  至平成 16 年 6 月 30 日  拓連�
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５．四半期連結財務情報作成のための基本となる事項 
 

 

当社は中間連結財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり、投資者等の利害関係者の判断を 

大きく誤らせない範囲で一定の簡便な手続きを採用しております。 

 

 

 １ 簡便な手続きの内容 

 
 

   １ 引当金に関する事項 

                （１）貸倒引当金 

                   四半期末の貸倒引当金の洗い替えは行っておりません。 

                （２）返品調整引当金 

                   四半期末の返品調整引当金の洗い替えは行っておりません。 

                （３）退職給付引当金 

                   当連結会計年度末における退職給付債務と年金資産の見込額に基づき、 

当四半期末に発生していると認められる額を計上しております。 

                   なお、数理計算上の差異については、当連結会計年度の要償却額の４分の１ 

を計上しております。 

（４）役員退職慰労引当金 

                   内規による当四半期末要支給額を計上しております。 

                

 

   ２ 税金費用に関する事項 

                 法定実効税率に基づく簡便法にて計上しております。 

 

 

 

 

 ２ 連結範囲及び連結財務情報作成の基本となる事項 
 

連結子会社の四半期末日は四半期連結決算日と一致しており、連結調整勘定は5年間で償却することとしております。 
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３． 個別財務諸表の状況 

貸借対照表  ���｠ﾈ,ﾋ�ﾊzﾈ-千円未満ﾈ�增ﾈ$ﾈ$iUﾁﾈ$ﾈｭ�ﾈｷ(�ﾀ
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                                                        （単位：千円） 

 

 前 第 １ 四 半 期 末  

  (平成15年6月30日現在) 

 当 第 １ 四 半 期 末  

   (平成16年6月30日現在) 

 前事業年度の要約貸借対照表 

   (平成16年3月31日現在) 




